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は し が き

前任に継続 して､野田地先における沖合養殖保全施設の耐波性調査と垂下養殖試験をおこなうととも

に､本軽度接地蒔養殖試験に重点をおLOて実施した.

調 査 内 等

1. 調査期間 昭和 45任4月～ 46年1月

2.調査場所 東津軽郡平舘村野田地先

3. 調査項目と方法

1) 施設の耐波性

沖合保全施設については聞きと_OによD､また､試験施設 (昨年よ月継続設置)VCついては､

成長調査の都度観察した｡

2) 垂下養殖試験

昨年よD継続調査のため､施設､調査方法については省略

3) 地蒔養殖試験

(I) 第1回放流 昭和45庄 3月26日､ 距岸約800-､水深20m2､底質 砂地の場所に平均

殻長7.7 (5.8-10.4)C机の養殖1年貝1,850個を､放流地点に標識ブイを設置し､水中

での分散を避けるため､網袋に入れて海底で逆昂 Pにして放流した.

(2)第2回放流 昭和45征6月26日､第1回放流点よ_O約100,yL岸寄pの水深17.57rL､

底質 砂地の場所に､平均殻長6.1 (3.2-7.5)Llnの養殖 1年月 7,500個を前図と同 じ

方法で放流した｡放流直後にスキューバ潜水によって放流状況を観察した｡放流月は海岸線に

ほぼ平行に長さ約107,L､巾2-と長方形に散布されていた｡海底は平坦で堅 くLまった感じ

の砂質でgjD､観察された大型の生物は､ニ ッポンヒトデ､スナヒトデ､モミジガイ､マナマコ､t

ヒラメ､カレイ､アイナメ､巻貝類等で､放流点より岸寄_Oにアマモが僅かに点在していた｡

4. 調査結果と考察

11 施設の耐波性

沖合養殖殖保全施設の場合､昨任同様に船による浮子の破損と浮子網の切断など軽微をもので

あったO大きなものとして､低気圧通過時に避難した大型船に幹綱を切断された 1.例があった｡
試験施設も同様の被害で､いづれも人為的なものであ D､冬季の大きな時化 (台湾坊主)も経

てhるところから､充分を耐波性があ_O間荏/dないものと考えられる.
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2)垂下養殖試験結果

rH 垂下深度と成長

結果は第 1･2図に示 した｡水面下2､ 6､10､14､177n層を比較すると､14mが最
もよい成長を示し､27,Lが極めて不良であった｡ 13ケ月間で､穀長で14.1取払 重量で52.6

gの差を生じた｡従って養殖適層は 147TLを中心に した層とみられる｡時期的な成長率をみると

12月と6月によい成長がみられた｡

(21 収容密度と成長

月穀の平面積に対し､寵の平面積を0.6､0.8､ 1.0､1.5､2.0倍として成長を比較 した結

果を第3･4図に示した. これによると成長は0.8倍以下と1.0倍以上の二つのグルーブに分れ

た.貝殻Fトー部が重な9合う状態の0.8倍以下は､殻長､重量ともに悪く､グルーブの平均値で

は､殻長で8m.m､重量で 26gの差となった｡一方収容数を一定灯した場合については､第5･

6図に示 したとお_0で､収容数が少ないものは どよい成長を示 していた.これは当然予想された

ところである｡最終調査 日の11月5日の収容数別の総重量をみると､ 1,201､1,902

2,500､3,123､3,669､3,962gとなP､収容数が多いほど､総重量も大きい値t･な

っていた｡7fた貝殻平面積に対する亀面積を一定灯したものについて総重量をみると､4.823､

3,654､2,884､2,014､ 1,498才で､密度の大きいものほど総重量も大きな値とを-)

ていた｡養殖に当って､密度をどの程度にすべきかという問題は､養殖期間 (販売時期)､銘柄

別の市場価格等を､成長曲線から考慮 して､経済的に最も有利を方法を壊定すべきであろう.

(31 網 目合 と成長

4.57n.7n目ラッセル網と97m目-イゼックス単糸網のパールネットに5､10､15個収容 して

成長を比較 した結果を､第 7･8図打示 した｡図から明らかをよう打､いづわも9珊凋目の成長が

よいという結果を得た｡

3) 地蒔養殖試験結果

fn 第1回潜水調査 昭和45鑑6月26日

第1回放流地点について調査した結果､放流月は全滅に近 く､生きている月は､1個発見で
きたにすぎなかった.分散状態をみると､海岸線に平行に45-､巾13.5-に分布 していて､

比較的密に分布している区域は 15-×57nで夢,つた｡死教を見ると殆んど成長したようにみ

えなかったが､平均穀長8.5cwL(76個体)で､8nmの増穀長であった｡

(21 第2回潜水調査 昭和45任6月30日

第2回以降の潜水調査は､第 2回放流地点についてのみおこなった｡放流4日後の分散は､

海岸線vc平行に 15rrL､直角方向に最大 18mとなっていた｡そして直角方向の移動は岸寄 D
に向かっている傾向が強か った｡放流作業時の破損などによる死月数は､海底が濁 っていて充
分採集できなか ったが､21個であった｡放流地点に特にヒトデ類が集っているといった現象

はなかった.ただし､一ヶ所 (1m2位)に観布部が切れて完全に二つに開いている死殻が数個

体分かたまって観察.されたが､これは何ん らかの害敵生物によるものと考えられる○
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(3) 第3回潜水調査 昭和 45圧 7月16日

分散程度はアクアラングの故障で測量できなかったが､移動は岸寄 りに大きく､海岸線に平

行方向に小さい ようでgJつた｡採集した死殻は54個で､生存状況は良好であった. 第死はタ

コヒトデなどによるものもあるよ.うで､潜水時にクコヒトデが月を抱えているのが観察された｡

Lかし全般的にヒトデ類は少なかった｡

(4) 第4回潜水調査 昭和45任 8月 31日

放流後 66日を経過しておj?､放流月の分布は､海岸に平行方向に457rL､直角方向に最大
巾のところで24mせ なっていた｡分散は密度の高い ところで 24個/m2であった.葬死月は

分布の周辺部に多い傾向がみられた｡害敵生物は､スナヒトデ､ヒトデ､モミジガイ､タコヒ

トデが少数みられたほか､ナガ-シが点在 していた｡

(5) 第5回調査 (桁網曳絹) 昭和46任1月2∩日

時期的に潜水できないため朽網によって調査した｡放流後の経過 日数は188日であった.

標識 ブイの周辺を海岸線に平行に3回､直角に1回曳網 し､得られた貝殻は死殻だけで 15個

であった｡平均穀長8.01｡肌で､1.67cTnの増殻長と在ってお_O､殻 内面に附着物が殆んどな
hところから､葬死後の期間が比較的短いものと考えられる｡穀周縁の伸長状況などを考慮す

ると､ 11月から12月にかけて葬死したものとみられる｡桁網で採集された生物は､スナヒ
トデ､ニッポンヒトデ､イ トマキヒトデ､ツガルウニ､アマモ等で､湾内｣投のホクテガイ漁

場に比べてヒトデ類は少なか ったo

以上のような結果で､放流による養殖は失敗に終-'た｡葬死原因は明らかでなVlが､同地先

の垂下養殖の場合､前述のように順調に成育 しているので､海底環境あるいは害敵生物のいづ

れかが漁場形成を阻んでいるものと考えられる.これまでの移殖放流月や異常発生月の奨死に

っいてO ム3の報告によると､箪殉まいづれも冬季間起 っていて､スキューバ-潜水ができない

ため､その原因が明らかにされていない､従 って､今後は冬季の調査を重点的におこなうよう

な計画､体制が必要であろう｡
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.31 ,1第2図 垂下深度 と重量の関係
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第7図 網目合 と殻長の関係
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第 8図 網目合と重量の関係
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